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50分模擬授業と振り返り
高校生が判断できる授業を見取る
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DIFFERENCE 違い
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2つの授業の違い
マルチメディア表現と技術との違い

見る中心

① マルチメディア：作る・見る・直す

② 情報社会：判断・再考・条件



FLOW 流れ
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今⽇の流れ
1人分ずつ完結して進める

発表後の進め方

① 50分模擬授業

② 短くメモする

③ 発表者の自評

④ 聴衆からのコメント

⑤ 発表者の再自評

⑥ フォームに記録する

⑦ 第15回への修正につなげる



TIME 時間
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時間のルール
48分で合図、50分で停止

時間内に判断の流れを終えることも、授業設計の一部

① 48分：まとめに入る合図

② 50分：そこで止める

終わらなかった部分は、修正の材料にする

判断の流れを、50分に合わせて考える



START 発表
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発表前に確認すること
1分で、授業の見取り方を共有する

発表者が伝えること

① 授業タイトル

② 学ばせたい判断の見方

③ 見せる場面

④ 中心的問い

⑤ 最後に残すもの

ここだけ確認して開始

① 長く説明しない

② 聴衆が判断する観点をそろえる

③ 高校生役に向けて授業を始める



VIEWPOINT 観点
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聴衆が⾒る観点
観点 判断する → 考え直す → 条件を残す

最初の判断が、追加情報で深まっているか

問い 見る問い

条件付きで判断できる授業になっていたか

高校生役として判断してから、大学生として授業を見る



COMMENT コメント
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コメントの返し⽅

STEP 1

よかった点

判断しやすかったところ

STEP 2

もっとよくなる点

判断の流れが深まる提案

STEP 3

第15回への提案

修正版で見たいことを伝える

コメントは、人ではなく授業に返す



REFLECT 振り返り
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発表者の⾃評
自分の見取りと、他者の見取りを分けて残す

①

短くメモ

②

最初の自評

③

聴衆コメント

④

再自評

⑤

フォーム記録

聴衆コメント後に、判断の流れをどこで直すか考える



FORM フォーム
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フォームで残すこと
判断の流れを直すための記録にする

聴衆フォーム：授業中メモ、判断に迷った場面、コメント

発表者フォーム：自評、再自評、修正方針

評価ではなく、判断の流れを直すための記録



NEXT 次回接続
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第15回への接続
修正版の短い発表へつなげる

① どこを直したか

② なぜ直したか

③ 判断の流れがどうよくなるか

今日のコメントとフォームは、第15回への材料になる



SUBMIT 提出
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今⽇の提出
1人分ずつ、記録を残す

① 聴衆：発表者の授業後に聴衆フォームを送信する

② 発表者：自分の発表後に発表者フォームを送信する

③ 全員：第15回に向けて、修正の材料を残す

発表して終わりではなく、授業案をよりよくしていく


